
21

五  浦  論  叢  第  27  号

ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
『
運
命
に
つ
い
て
』
と

そ
の
典
拠
を
め
ぐ
る
考
察

【 
論
　
　
文 

】

甲　

斐　

教　

行
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クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
出
身
の
人
文
学
者
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
（
生

年
不
詳
―
一
五
二
七
年
、
ロ
ー
マ
没
）
は
、
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機

卿
（
一
四
七
八
―
一
五
三
四
年
）
が
一
五
二
三
年
に
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
と
し

て
即
位
す
る
前
か
ら
側
近
と
し
て
仕
え
、「
ロ
ー
マ
、
一
五
一
九
年
十
二
月
八
日
」

と
記
載
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
対
話
篇
『
運
命
に
つ
い
て
（D

e fato

）』（
ヴ
ァ
テ
ィ
カ

ン
図
書
館Vat. Lat. 5800

）
を
献
呈
し
た
。
側
近
が
当
人
に
捧
げ
た
こ
の
対
話

篇
で
は
ジ
ュ
リ
オ
の
分
身
で
あ
る
ユ
リ
ダ
ス
と
い
う
登
場
人
物
が
議
論
の
主
導
的

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ジ
ュ
リ
オ
本
人
の
思
想
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
こ
の
ラ
テ
ン
語
写
本
に
は
い
ま
だ
完
全
な
書
き
起
こ
し
さ

え
存
在
せ
ず
、
本
格
的
な
考
察
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た((

(

。
そ
の
ひ
と

つ
の
要
因
と
し
て
、
対
話
篇
の
内
容
が
煩
瑣
な
哲
学
的
議
論
で
あ
り
、
論
旨
の
理

解
が
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
は
、
対
話
篇
を
直
接
参
照
す
る
中
で
、
著
者
が
本
文
中
で
依
拠
し
た
典
拠

の
検
討
を
初
め
て
行
い
、
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
と
そ
の
庇
護
者
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ

チ
枢
機
卿
の
文
化
的
・
思
想
的
背
景
の
一
端
に
迫
り
、
そ
の
文
化
的
土
壌
の
解
明

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

一　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
経
歴
と
本
写
本
執
筆
の
経
緯

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
系
に
生
ま
れ
た
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
マ
ル
チ
ェ
ッ

ロ
の
生
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が((

(

、
早
く
か
ら
聖
職
者
の
道
を
目
指
し
た
こ
と

は
、
一
四
九
五
年
以
降
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
司
教
区
の
聖
職
志
願
者
と
し
て
そ
の
名
が

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
学
び
、

一
五
〇
五
年
に
同
地
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
教
皇
庁
最

高
書
記
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。ロ
ー
マ
で
は
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
に
仕
え
た
が
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
と
こ
の
教
皇
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
良
好
で
な
く
、
そ
の

治
世
中
に
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
早
々
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機
卿

（
一
四
七
五
―
一
五
二
一
年
）
に
接
近
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
一
五
一
三

年
に
教
皇
レ
オ
十
世
と
し
て
即
位
す
る
と
、
翌
年
年
五
月
二
十
八
日
に
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
共
和
国
領
コ
ル
フ
島
（
現
ギ
リ
シ
ャ
、
ケ
ル
キ
ラ
島
）
の
大
司
教
に
任
命

さ
れ
た
。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
メ
デ
ィ
チ
家
と
の
関
係
か
ら
頻
繁
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
滞

在
し
、
特
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
一
四
九
二
―

一
五
一
九
年
）
の
死
後
、
レ
オ
十
世
の
従
弟
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機
卿

（
一
四
七
八
―
一
五
三
四
年
）
が
こ
の
都
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
一
五
二
一
年
ま

で
の
間
、
長
期
に
わ
た
っ
て
在
住
し
た
。
そ
の
間
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
お
そ
ら
く
ア

カ
デ
ミ
ア
・
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナ
と
接
点
を
も
ち
、
特
に
マ
ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ

チ
ー
ノ
の
弟
子
で
「
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
の
み
な
ら
ず
逍
遙
学
派
の
偉
大
な
哲
学

者((

(

」
と
さ
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
カ
ッ
タ
ー
ニ
・
ダ
・
デ
ィ
ア
ッ
チ
ェ
ー
ト
と

深
い
親
交
を
結
ん
だ
。
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
長
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
で
講
義
を
し

て
い
た
カ
ッ
タ
ー
ニ
を
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
に
招
聘
し
よ
う
と
故
国
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共

和
国
に
働
き
か
け
た
も
の
の
、
実
現
し
な
か
っ
た((

(

。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
が
『
運
命
に
つ
い
て
』
に
着
手
し
た
の
は
お
そ
ら
く
一
五
一
九

年
夏
で
、
同
年
秋
の
ロ
ー
マ
帰
還
時
に
は
完
成
さ
せ
て
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ

チ
枢
機
卿
に
献
呈
し
て
い
る
。
パ
ド
ヴ
ァ
学
派
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究
と
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
融
合
、
キ
ケ
ロ
の
同
名
著
作
の
影
響
な
ど
が
指

摘
さ
れ
る
同
書
は((

(

、ジ
ュ
リ
オ
の
教
皇
即
位
を
暗
示
す
る
祝
辞
を
含
む
献
辞
の
み
、

即
位
後
の
一
五
二
三
年
の
起
草
と
考
え
ら
れ
て
い
る((

(

。
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そ
の
間
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
、
同
じ
く
ジ
ュ
リ
オ
に
献
じ
た
「
教
皇
の
権
威
と

関
連
諸
事
項
に
つ
い
て
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
不
敬
な
教
義
へ
の
駁
論
二

巻
（D

e authoritate Sum
m

i Pontificis et his quae ad illam
 pertinent, adversus 

im
pia M

artini Lutheri dogm
ata libri duo

）」（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ジ
ュ
ン
テ
ィ
社
、

一
五
二
一
年
刊
）
を
刊
行
し
た
。
第
一
巻
で
教
皇
の
権
威
と
優
位
性
を
擁
護
し
、

第
二
巻
で
ル
タ
ー
派
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
贖
宥
の
有
効
性
を
主
張
し
て
い
る((

(

。

　

ジ
ュ
リ
オ
が
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
と
し
て
教
皇
位
に
就
い
た
一
五
二
三
年
、
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
も
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
戻
り
、
翌
年
に
は
ク
レ
マ
の
サ
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
コ

モ
・
エ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
聖
堂
参
事
会
長
職
を
受
け
た
。
一
五
二
五
年
に
は
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
総
大
司
教
候
補
と
し
て
故
国
に
赴
き
、
選
出
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
が
、
彼

の
学
識
と
談
論
を
愛
し
た
ク
レ
メ
ン
ス
は
一
五
二
五
年
に
再
び
彼
を
ロ
ー
マ
に
呼

び
戻
し
た
。
し
か
し
一
五
二
七
年
の
ロ
ー
マ
劫
掠
で
、
ク
レ
メ
ン
ス
自
身
も
サ
ン

タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
籠
城
か
ら
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
脱
出
を
強
い
ら
れ
た
こ
の
未
曾
有
の
事
態

の
さ
な
か
、
捕
虜
と
な
っ
た
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
、
同
年
八
月
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
る((

(

。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
対
話
篇
は
、
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
教
皇
即
位
前
、

ジ
ュ
リ
オ
が
四
十
歳
前
後
の
時
期
に
著
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ュ
リ
オ
が
メ
デ
ィ
チ
家

で
培
っ
て
き
た
人
文
主
義
的
教
養
に
対
応
し
た
内
容
で
あ
る
。
同
書
の
内
容
を
知

る
こ
と
は
、
ジ
ュ
リ
オ
を
取
り
巻
く
思
想
圏
の
方
向
性
を
再
確
認
す
る
契
機
と
な

る
だ
ろ
う
。
対
話
篇
が
運
命
を
テ
ー
マ
と
し
た
背
景
に
は
、
一
五
一
九
年
春
の
ウ

ル
ビ
ー
ノ
公
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
急
死
に
よ
り
メ
デ
ィ
チ
家
男
系
嫡
子
が
絶
た
れ
、
教

皇
レ
オ
十
世
と
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機
卿
が
直
接
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治

に
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

政
治
状
況
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
五
一
七
年
春
に
は
レ
オ
十
世
の
暗
殺
未

遂
事
件
も
起
こ
っ
た((

(

。
ま
た
献
呈
対
象
で
あ
る
ジ
ュ
リ
オ
自
身
、
本
写
本
起
草
の

数
年
後
、
一
五
二
二
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
に
か
け
て
共
和
主
義
者
に
よ
る

暗
殺
未
遂
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り((1

(

、
本
書
の
論
題
が
い
か
な
る
政
治
的
緊
張

下
に
起
草
さ
れ
た
か
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。

　

運
命
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
古
代
以
来
、
キ
ケ
ロ
『
運
命
に
つ
い
て
』

（
四
四
年
）、
ア
プ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
『
運
命
に
つ
い
て
』

（
一
九
八
年
頃
）、
偽
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
運
命
に
つ
い
て
』（
三
世
紀
以
後
成
立
）、

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス『
エ
ネ
ア
デ
ス
』第
三
論
集
第
一
論
文「
運
命
に
つ
い
て
」（
二
五
三

―
二
六
三
年
の
間
）、
ま
た
教
父
時
代
に
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
神
の
国
』
第

五
巻
（
四
二
六
年
以
前
）、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
『
哲
学
の
慰
め
』
第
四
―
第
五
巻
、

（
五
二
四
年
）
と
い
っ
た
伝
統
が
あ
る
。
ま
た
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
も
、コ
ル
ッ

チ
ョ
・
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
『
運
命
と
幸
運
に
つ
い
て
』（
一
三
九
六
―
九
七
年
）、
ピ

エ
ト
ロ
・
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ『
運
命
に
つ
い
て
』（
一
五
二
〇
年
、出
版
一
五
六
七
年
）

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
対
話
篇
と
古
代
文
献
と

の
関
連
に
議
論
を
限
定
す
る
。
な
お
、
以
下
の
記
述
で
は
本
対
話
篇
か
ら
の
引
用

に
あ
た
っ
て
写
本
ペ
ー
ジ
を
本
文
中
に
明
示
す
る
。

　　
　

二　

対
話
篇
の
概
要

　　

さ
て
、
対
話
篇
は
、
運
命
、
幸
運
、
偶
然
を
め
ぐ
っ
て
の
、
四
人
の
哲
学
者

に
よ
る
議
論
で
構
成
さ
れ
る
。
短
い
献
辞
（ff.2r.-4r.

）
の
の
ち
、
開
始
か
ら

し
ば
ら
く
の
間
（ff.5r.-17r.

）
は
、「
断
固
た
る
運
命
の
擁
護
者
（acerrim

us 

fortunae defensor

）」（3v.

）、
す
な
わ
ち
偶
然
論
者
で
あ
る
フ
ィ
ロ
テ
ィ
キ
ウ

ス
と
、
ス
ト
ア
派
の
運
命
決
定
論
者
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
、
そ
し
て
「
他
の
者
た
ち
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よ
り
魂
と
頭
脳
の
火
花
が
秀
で
、
い
ず
れ
の
見
解
を
も
否
定
す
る
も
の
の
、
彼
ら

の
曖
昧
さ
を
解
消
し
た
り
、
妄
想
を
覆
す
こ
と
を
あ
え
て
し
な
い
」（3v.

）
中
間

派
の
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
の
三
者
で
議
論
を
続
け
る
。17r.

に
至
っ
て
よ
う
や
く
四
人
目

の
ユ
リ
ダ
ス（Ivlidas

）が
登
場
す
る
。
彼
の
名
が
作
品
の
献
呈
対
象
で
あ
る
ジ
ュ

リ
オ
枢
機
卿
の
ラ
テ
ン
名
ユ
リ
ウ
ス
（Julius

）
に
由
来
す
る
こ
と
は
献
辞
で
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
の
運
命
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
対
話
篇
（
中
略
）
を

私
た
ち
は
貴
殿
の
名
に
ち
な
ん
で
ユ
リ
ダ
ス
と
名
づ
け
ま
す
。
貴
殿
の
気
高
さ
に

捧
げ
る
た
め
、
ま
た
万
人
が
、
貴
殿
を
尊
厳
と
雄
弁
と
賢
慮
を
も
っ
て
運
命
の
法

則
に
打
ち
勝
ち
超
克
す
る
者
だ
と
知
る
た
め
で
す
」（3v.

）。
実
際
、
本
写
本
の

本
文
冒
頭
は
、「
ユ
リ
ダ
ス
・
運
命
に
つ
い
て
（IVLID

AS D
E FATO

）」
と
い

う
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
（5r.

）。
ユ
リ
ダ
ス
は
ジ
ュ
リ
オ
枢
機
卿
の
分
身
と
し

て
、
人
間
の
自
由
意
志
さ
え
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
運
命
決
定
論
を
斥

け
、
事
象
の
運
行
を
率
い
る
神
の
摂
理
の
存
在
を
主
張
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
以
下
、
こ
の
ユ
リ
ダ
ス
の
発
言
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ユ
リ
ダ
ス
は
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
に
問
い
か
け
る
。「
だ
が
ど
う
し
て
君
は
、
不

可
避
の
宿
命
を
、
過
去
に
生
じ
、
現
在
生
じ
て
お
り
、
将
来
生
じ
る
で
あ
ろ
う
す

べ
て
の
事
象
に
課
し
た
の
か
？
」（17v.

）。
私
た
ち
は
人
間
の
行
動
力
、
自
由
な

会
話
が
可
能
で
は
な
い
の
か
？
悪
徳
、
功
績
、
報
酬
、
法
律
、
教
育
は
虚
し
い
も

の
だ
ろ
う
か
？
私
た
ち
が
毎
日
、
眼
で
見
て
快
楽
に
誘
わ
れ
な
が
ら
も
そ
の
行
動

を
抑
制
し
た
り
す
る
内
心
の
葛
藤
は
な
に
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
？
「
も
し
人
が
宿
命

に
動
か
さ
れ
る
の
な
ら
、
ど
う
し
て
正
義
の
道
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
」（18v.

）。

　

ユ
リ
ダ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
に
反
問
し
つ
つ
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
の
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
を
議
論
の
土
台
に
据
え
る
。『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
第
三
論
集

第
一
論
文
は
、
人
間
を
運
命
に
従
属
す
る
存
在
に
貶
め
る
恐
れ
の
あ
る
四
つ
の

理
論
を
批
判
し
て
、
知
見
と
徳
に
従
っ
て
意
志
し
行
動
す
る
人
間
の
自
由
を
認

め
た
も
の
で
あ
る((1

(

。
そ
の
四
つ
の
理
論
と
は
、
原
子
を
始
原
と
す
る
唯
物
論
的

運
命
論
、
す
べ
て
の
出
来
事
を
世
界
魂
が
決
定
す
る
と
い
う
ス
ト
ア
派
的
運
命

論
、
天
（
星
々
）
の
運
行
が
決
定
す
る
と
い
う
占
星
術
的
運
命
論
、
あ
ら
ゆ
る
出

来
事
の
因
果
の
連
鎖
を
主
張
す
る
ス
ト
ア
派
思
想
で
あ
る
。「
実
際
、
学
派
の
中

の
偉
大
な
人
物
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
第
三
論
集
で
想
起
し
て
い
る

あ
の
四
つ
〔
の
議
論
〕
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
ま
こ
と
に
こ
の
現
象
を
あ
る

人
々
は
原
子
に
、
別
の
人
々
は
天
に
、
別
の
人
々
は
万
象
に
一
様
に
浸
透
す
る
力

に
、そ
し
て
最
後
に
大
多
数
の
人
々
が
因
果
の
連
鎖
に
帰
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
」

（19r.

）。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
こ
れ
ら
を
批
判
し
て
人
間
の
自
由
意
志
を
主
張
す
る

よ
う
に
、
ユ
リ
ダ
ス
も
最
終
的
に
は
同
じ
結
論
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ

れ
ら
四
つ
の
論
題
そ
の
も
の
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
従
い
つ
つ
も
、
そ
の
反
駁
に
あ

た
っ
て
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
す
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト

ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ケ
ロ
か
ら
適
宜
参
照
し
つ
つ
、
著
者
な
り
の
議
論
を

構
成
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

三　

原
子
論
へ
の
反
駁　

　

四
つ
の
理
論
の
う
ち
、
ま
ず
デ
モ
ク
リ
ト
ス
や
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
主
張
し
た
原
子

論
へ
の
反
駁
が
な
さ
れ
る（19r.-20r.

）。
こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
プ
ラ
ト
ン『
法
律
』

第
十
巻
で
挙
げ
ら
れ
る
十
種
類
の
運
動
変
化
、「
プ
ラ
ト
ン
が
同
書
で
挙
げ
る
全

十
種
類
の
説
明
」（19v.

）
に
言
及
す
る
。
し
か
し
対
話
篇
の
中
で
は
そ
の
十
種

の
運
動
を
具
体
的
に
挙
げ
る
こ
と
は
な
く
、
議
論
の
前
提
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察
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留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
プ
ラ
ト
ン
の
主
張
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

　

プ
ラ
ト
ン
は
『
法
律
』
第
十
巻
六
章
（
八
九
三
ｃ
―
八
九
四
ｄ
）
で
十
種
類
の

運
動
変
化
を
挙
げ
る((1

(

。
そ
れ
は
①
一
つ
の
場
所
で
回
転
す
る
円
運
動
、
②
多
く
の

場
所
を
移
動
す
る
運
動
、
③
分
解
、
④
合
成
、
⑤
増
大
、
⑥
減
少
、
⑦
消
滅
、
⑧

生
成
、
⑨
他
の
も
の
を
動
か
す
が
そ
れ
自
身
も
他
の
も
の
に
よ
り
変
化
さ
せ
ら
れ

る
運
動
、
⑩
「
自
分
自
身
を
も
他
の
も
の
を
も
動
か
し
（
中
略
）
存
在
す
る
も
の

す
べ
て
を
真
の
意
味
で
変
化
さ
せ
動
か
す
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
最
後
の
第
十
番
目
の
動
、「
自
分
で
自
分
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
動
」

こ
そ
が
、
実
は
第
一
番
目
の
も
の
、
運
動
変
化
の
始
原
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
魂
」

の
定
義
で
あ
る
と
す
る
（
第
七
章
八
九
五
ｅ
―
八
九
六
ａ
）。
魂
こ
そ
が
万
物
の

始
原
で
あ
り
、
物
体
よ
り
先
に
存
在
す
る
（
八
九
六
ａ
―
ｂ
）。
善
悪
や
美
醜
、

正
邪
な
ど
す
べ
て
の
相
反
す
る
こ
と
の
原
因
で
あ
る
魂
は
、
動
い
て
い
る
も
の
す

べ
て
に
宿
る
の
だ
か
ら
、
天
を
も
統
括
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
第
八
章
八
九
六

ｄ
）。
太
陽
や
星
々
を
支
配
し
て
い
る
の
も
魂
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
魂
は
神
で
あ

る
、
つ
ま
り
万
物
は
神
々
に
満
ち
て
い
る
（
第
九
章
八
九
九
ｂ
）。
神
は
「
わ
た

し
た
ち
の
す
べ
て
の
行
為
が
魂
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
な

か
に
は
多
く
の
徳
も
、
多
く
の
悪
徳
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
」
を
よ
く
知
っ
て

お
り
（
第
十
二
章
九
〇
四
ａ
）、「
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
志
に
そ
の
責
任

が
あ
る
と
さ
れ
た
」。「
魂
を
も
つ
か
ぎ
り
の
も
の
は
す
べ
て
、
自
分
自
身
の
な
か

に
変
化
の
原
因
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
変
化
す
る
し
、
そ
し
て
変
化
す
れ
ば
、

〔
至
高
の
神
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
〕
運
命
の
定
め
と
掟
に
従
っ
て
運
ば
れ
て

行
く
わ
け
で
す
」（
九
〇
四
ｃ
）。「
ひ
と
は
よ
り
悪
い
人
間
に
な
れ
ば
、
よ
り
悪

い
魂
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
行
く
し
、
よ
り
善
い
人
間
に
な
れ
ば
、
よ
り
善
い
魂
た
ち

の
と
こ
ろ
へ
行
」
く
こ
と
に
な
る
（
九
〇
四
ｅ
）。
こ
う
し
て
、
神
々
は
存
在
し
、

人
間
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
説
か
れ
る
（
九
〇
五
ｄ
）。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
対
話
篇
で
、
以
上
の
プ
ラ
ト
ン
の
主
張
を
具
体
的
に
紹
介
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
述
の
議
論
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
か
く
し
て
、
対
話
篇
の
ユ
リ
ダ
ス
は
こ
う
結
論
づ
け
る
。「
従
っ
て
、
通

常
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
帰
さ
れ
る
原
子
も
、
他
の
物
質
も
、
万
物
の
原
因
で
は
な
い

の
で
す
。
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
は
こ
の
種
の
哲
学
的
思
考
の
領
域
を
踏
破
し
て
い
ま

せ
ん
。（
中
略
）〔
こ
の
十
個
の
説
明
に
〕
全
く
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
自
身
が

才
能
と
学
識
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
運
命
の
必
然
性
を

示
す
な
か
で
、
こ
う
し
た
議
論
へ
と
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
彼
は
必
然
性
以
外
に

い
か
な
る
運
命
も
存
在
し
な
い
と
主
張
し
て
お
り
、
少
し
前
に
私
た
ち
が
列
挙
し

た
あ
れ
ら
の
〔
十
個
の
〕
説
明
の
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
反
駁
し
て
い
な
い
の
で
す
」

（19v.

）。
こ
の
よ
う
に
、『
法
律
』
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
ユ
リ
ダ
ス
は
人
間
の

意
志
が
運
命
を
決
め
る
論
拠
と
し
て
い
る
。

　
　

四　

ス
ト
ア
派
の
世
界
霊
魂
説
へ
の
反
駁

　

次
に
ス
ト
ア
派
が
主
張
す
る
「
浸
透
力
」（
世
界
霊
魂
）
へ
の
反
駁
が
な
さ
れ

る
（20r.-21r.

）。
こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
、
多
種
多
様
な
生
物
や
存
在
を
考
え
る

と
、た
っ
た
一
つ
の
魂
が
す
べ
て
を
司
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
主
張
す
る
。「
世

界
の
一
部
は
天
や
諸
元
素
の
よ
う
に
永
遠
で
、そ
の
広
大
さ
に
従
っ
て
理
解
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
の
部
分
は
は
か
な
く
、
つ
ね
に
欠
乏
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と

君
は
定
義
で
き
る
で
し
ょ
う
に
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
象
が
単
一
の
生
物
の
中
に

発
見
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
条
件

さ
え
許
せ
ば
ど
こ
に
で
も
流
布
す
る
力
が
、万
象
を
満
た
す
の
で
し
ょ
う
か
？（
中
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略
）
実
際
誰
が
、
獅
子
が
吠
え
、
馬
が
嘶
き
、
人
が
笑
う
と
き
、
世
界
が
吠
え
、

嘶
き
、
笑
う
の
だ
と
主
張
す
る
ほ
ど
に
、
精
神
に
精
通
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
」

（20v.-21r.
）。
こ
れ
に
対
し
、
対
話
相
手
の
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
、「
た
ぶ
ん
プ
ロ
テ
ィ

ノ
ス
は
こ
の
よ
う
に
は
議
論
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」
と
訊
ね
る
。

そ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、「
全
く
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
実
の
と
こ
ろ
、
こ

の
者
か
ら
着
想
し
て
、
諸
君
と
話
し
な
が
ら
、
彼
自
身
が
想
起
し
た
内
容
を
さ
ら

に
豊
か
に
し
た
の
で
す
」
と
返
答
し
て
い
る
（21r.

）。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
か
ら
議

論
の
大
枠
を
採
用
し
な
が
ら
、
自
身
で
議
論
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
自
覚
が
こ
こ

に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
原
文
に
お
け
る
該
当
箇
所
（『
エ
ネ

ア
デ
ス
』
第
三
論
集
第
一
論
文
第
四
章
）
を
見
る
と
、「
仮
に
も
し
（
中
略
）
世

界
（
全
存
在
）
が
た
だ
一
つ
の
も
の
と
し
て
働
き
か
け
た
り
働
き
を
受
け
た
り
し

て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、（
中
略
）
す
べ
て
の
も
の
が
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
と

い
う
こ
と
は
真
実
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
も
の
が
一
つ
の
も
の
で
あ
る

だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
わ
れ
わ
れ
で
な
く
な
る
し
、（
中
略
）
わ

れ
わ
れ
の
考
え
と
い
う
も
の
も
、実
は
別
の
者
の
思
考
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
中
略
）
い
や
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、（
中
略
）
各
人
の
（
道
徳
的
に
）
美
し
い
行
為
と
醜
い
行
為
は
、
各
人

自
身
か
ら
発
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る((1

(

。
論
旨
の
細

部
は
異
な
る
が
、
た
っ
た
一
つ
の
世
界
霊
魂
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
立
場
は

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
を
踏
ま
え
て
お
り
、
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
が
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
記
述
、

「
わ
れ
わ
れ
の
考
え
」
と
「
別
の
者
の
思
考
」
を
区
別
す
る
主
張
を
、
他
の
動
物

に
ま
で
敷
衍
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　

五　

占
星
術
へ
の
反
駁

　

次
に
、
天
体
の
影
響
が
人
間
に
及
ぼ
す
力
に
つ
い
て
の
反
駁
が
な
さ
れ
る

（21r.-24r.

）。
こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
直
接
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
主
張
に
言
及
す
る
。

「
運
命
が
天
か
ら
こ
の
下
界
に
広
ま
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
根
拠
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、プ
ロ
テ
イ
ヌ
ス
は
次
の
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
ま
す
。
つ
ま
り
、

惑
星
の
し
る
し
を
い
さ
さ
か
も
示
さ
な
い
多
数
の
事
象
が
私
た
ち
の
肉
体
の
中
に

見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」（21r.-21v.

）。プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
該
当
箇
所（『
エ

ネ
ア
デ
ス
』
第
三
論
集
第
一
論
文
第
五
章
十
六
章
）
で
挙
げ
る
論
拠
に
は
、
例
え

ば「
生
ま
れ
の
良
さ
に
つ
い
て
、（
中
略
）ど
う
し
て
こ
の
事
実
が（
星
々
に
よ
っ
て
）

引
き
起
こ
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
事
実
は
、
彼
ら
が
予
言
の
拠
り
所

と
し
た
星
々
の
位
置
関
係
が
生
じ
る
以
前
か
ら
、
両
親
の
身
の
上
に
す
で
に
存
在

し
て
い
た
の
だ
か
ら
」
と
、
天
体
の
影
響
と
生
ま
れ
の
良
さ
の
因
果
関
係
を
否
定

す
る
議
論
が
含
ま
れ
る((1

(

。「
そ
れ
に
ま
た
、（
人
の
）
容
姿
が
親
に
似
て
い
る
と
い

う
事
実
が
、（
人
の
）
美
し
さ
も
醜
さ
も
、
星
々
の
運
行
か
ら
で
は
な
く
て
、
家

系
か
ら
来
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る((1

(

」。
ユ
リ
ダ
ス
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
同
じ

星
の
下
で
生
ま
れ
る
多
数
の
生
物
の
運
命
の
相
違
を
指
摘
す
る
。「
同
時
期
に
天

の
同
じ
傾
向
の
下
で
数
多
く
の
、む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
生
物
が
現
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
運
命
と
天
の
必
然
的
働
き
に
よ
り
同
種
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
に
、

似
て
も
似
つ
か
な
い
の
で
す
」（21v.

）。
ま
た
著
名
人
の
実
例
を
も
挙
げ
て
い
る
。

「
ス
テ
ィ
ル
ポ
ー
ン
〔
前
三
八
〇
―
前
三
〇
〇
年
、
メ
ガ
ラ
派
第
三
代
学
頭
〕
と
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
慣
習
に
つ
い
て
は
と
て
も
有
名
な
実
例
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、一
人
〔
ス

テ
ィ
ル
ポ
ー
ン
〕
は
、
友
人
た
ち
か
ら
（
明
敏
な
哲
学
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
）
大
酒
飲
み
で
女
好
き
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
学
識
に
よ
っ
て
生
来
の
悪

し
き
性
質
を
支
配
し
、
誰
も
彼
を
乱
暴
者
と
は
思
わ
ず
、
誰
も
彼
に
情
欲
の
し
る

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察
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し
を
認
め
な
い
ほ
ど
で
す
。
も
う
一
人
〔
ソ
ク
ラ
テ
ス
〕
は
、人
々
の
人
生
や
才
能
、

慣
習
を
示
す
の
が
つ
ね
で
あ
る
人
相
学
に
よ
れ
ば
、
首
も
と
に
く
ぼ
み
が
な
い
が

ゆ
え
に
、
ゾ
ー
ピ
ュ
ロ
ス
に
よ
っ
て
愚
か
で
魯
鈍
な
人
物
だ
と
判
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
い
に
賢
く
、
最
良
の
振
る
舞
い
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
の
で

す
」（21v.-22r.
）。

　

こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ゾ
ー
ピ
ュ
ロ
ス
の
挿
話
は
、
キ
ケ
ロ
が
そ
の
『
運
命
に
つ

い
て
』
第
五
章
十
節
で
挙
げ
た
実
例
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る((1

(

。
キ
ケ
ロ
に
お
い
て

は
、
ス
ト
ア
派
の
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
（
前
二
八
二
―
前
二
〇
六
年
）
へ
の
反
論

の
中
で
、
風
土
の
性
格
へ
の
影
響
を
認
め
つ
つ
も
、
個
人
の
個
々
の
行
動
の
自
由

ま
で
は
否
定
で
き
な
い
と
論
じ
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
。
ス
テ
ィ
ル
ポ
ー
ン
の
例

で
は
人
間
の
生
来
の
性
格
が
教
育
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
点
を
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

例
で
は
人
相
学
的
に
決
定
さ
れ
た
性
格
と
本
人
の
活
動
と
が
不
一
致
で
あ
る
点
を

指
摘
し
て
、
決
定
論
で
は
な
く
人
間
の
自
由
意
志
を
尊
重
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る((1

(

。
こ
の
キ
ケ
ロ
の
『
運
命
に
つ
い
て
』
へ
の
参
照
は
続
く
ス
ト
ア
派
駁
論

の
中
で
特
に
顕
著
で
あ
る
。

　
　

六　

ス
ト
ア
派
の
因
果
連
鎖
論
へ
の
反
駁

　

続
い
て
ユ
リ
ダ
ス
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
挙
げ
る
四
番
目
の
論
旨
、
す
な
わ
ち
因

果
の
連
鎖
が
す
べ
て
を
決
定
す
る
と
い
う
ス
ト
ア
派
の
主
張
へ
の
反
駁
を
開
始
す

る
（24r.-32r.

）。
こ
の
部
分
は
議
論
の
核
心
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
紙
数
が
費

や
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
１
）　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
へ
の
言
及

　

こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
自
然
学
』
第
二
巻
、『
命
題
論
』、『
形

而
上
学
』
第
六
巻
を
、
自
身
の
反
駁
の
根
拠
と
し
て
名
指
し
す
る
（24v.-25r.

）。

し
か
し
こ
れ
ら
の
典
拠
の
要
約
や
正
確
な
引
用
は
な
く
、
自
身
の
文
脈
の
中
で
短

く
紹
介
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
典
拠
を
直
接
参
照
す
る
こ
と
で
ユ
リ
ダ
ス

の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
推
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ユ
リ
ダ
ス
は
ま
ず
『
自
然
学
』
第
二
巻
が
「
か
く
も
お
ぞ
ま
し
い
こ
の
必
然
と

い
う
怪
物
に
つ
い
て
特
に
言
及
」
す
る
と
述
べ
、「
結
果
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

意
図
や
偶
然
も
し
く
は
運
命
と
峻
別
さ
れ
遠
ざ
け
ら
れ
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ

こ
か
ら
は
学
問
的
で
正
確
な
も
の
は
何
一
つ
出
て
こ
な
い
の
で
す
か
ら
」（24v.

）

と
主
張
す
る
。
実
際
に
同
書
を
参
照
す
る
と
、
第
三
章
で
自
然
の
事
象
の
諸
原
因

に
つ
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ
、
特
に
第
四
章
か
ら
第
五
章
に
か
け
て
、
必
然
と
偶

運
と
自
己
偶
発
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
必
然
以
外
の
偶
運
の
介
在
が
認
め

ら
れ
て
い
る((1

(

。
第
九
章
に
お
い
て
は
、
必
然
が
あ
る
前
提
条
件
の
も
と
で
の
み
成

立
す
る
と
い
う
主
張
が
論
理
的
に
検
討
さ
れ
る
。
例
え
ば「
鋸
と
し
て
の
働
き〔
効

用
〕
を
も
と
う
と
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
鉄
製
の
も
の
〔
切
る
に
適
し
た
堅

さ
の
も
の
〕
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
に
こ
の
よ
う
に
、
必
然
的
な
も
の
は
、

或
る
前
提
条
件
の
も
と
で
〔
す
な
わ
ち
そ
の
目
的
を
条
件
と
し
て
〕
必
然
的
な
の

で
あ
っ
て
、無
条
件
に
そ
れ
自
ら
で
終
り
な
の
で
は
な
い((1

(

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
命
題
論
』
に
つ
い
て
、
ユ
リ
ダ
ス
は
「
も
し
生
起
す
る
万
象
が
必
然
性

に
よ
っ
て
進
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
意
図
も
い
か
な
る
選
択
も
い
か
な

る
行
動
や
思
案
の
義
務
も
人
間
に
は
不
十
分
と
な
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
る
（25r.

）。
同
書
は
命
題
の
真
偽
を
め
ぐ
る
論
理
学
的
思
索
の
書
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
、
す
べ
て
の
事
象
の
必
然
的
生
起
を
否
定
す
る
箇
所
が
あ
る
。
例
え

ば
未
来
の
個
別
的
事
象
に
関
す
る
命
題
の
真
偽
を
論
じ
た
第
九
章
で
は
次
の
よ
う
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に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
も
し
肯
定
と
否
定
の
す
べ
て
に
お
い
て
（
中
略
）
そ
の

対
立
す
る
命
題
の
一
方
が
真
で
、
他
方
が
偽
で
あ
る
の
が
必
然
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
。
つ
ま
り
生
じ
て
く
る
も
の
ど
も
の
う
ち
に
は
何
一
つ
と
し
て
偶
然
に
よ
っ

て
あ
る
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
も
の
が
存
在
し
、
ま
た
生
成
す
る
の
は

必
然
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
こ
れ

0

0

0

0

の
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
が
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
れ

0

0

0

0

の
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
こ
れ

0

0

0

0

の
こ

と
を
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
れ

0

0

0

0

の
こ
と
は
あ
ら
ぬ
だ
ろ
う
な
ど
と
熟
慮
す
る
に

も
、
苦
労
す
る
に
も
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る((2

(

」。
つ
ま
り
、
絶
対
的
必
然

性
を
認
め
る
な
ら
人
間
の
選
択
の
余
地
は
一
切
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
こ
れ
を

否
定
し
て
い
る
。「
必
然
的
に
存
在
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
生
成
す
る
の
は
す
べ

て
の
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
或
る
も
の
ど
も
は
偶
然
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
し
て
〔
そ
れ
に
つ
い
て
は
〕
肯
定
、
あ
る
い
は
否
定
が
よ
り
一
層
真

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る((2

(

。

　

ユ
リ
ダ
ス
は
ま
た
『
形
而
上
学
』
第
六
巻
で
も
「
同
じ
こ
と
が
は
っ
き
り
と

明
言
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
（25r.

）。
同
巻
第
三
章
か
ら
引
用
す
る
。
死
は

必
然
で
あ
る
と
し
て
も
、「
病
気
で
死
ぬ
か
強
制
に
よ
っ
て
か
は
、
ま
だ
こ
れ
だ

け
で
は
決
定
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
さ
ら
に
或
る
特
定
の
こ
と
が
生
じ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
さ
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
こ
と
の
始ア

ル
ケ
ー

ま
り
を
求
め
て
た
ど
る
過
程
は

或
る
始
ま
り
ま
で
は
た
ど
り
う
る
が
、
こ
の
始
ま
り
よ
り
先
に
は
も
は
や
他
の
始

ま
り
は
求
め
ら
れ
な
い
。
す
る
と
、
こ
れ
が
或
る
特
定
の
偶
発
的
な
こ
と
の
始
ま

り
で
あ
る
に
相
違
な
く
、
こ
れ
よ
り
ほ
か
に
は
こ
の
こ
と
の
生
じ
る
原
因
は
な
い

で
あ
ろ
う((2

(

」。
つ
ま
り
必
然
で
は
な
く
偶
然
に
委
ね
ら
れ
る
要
素
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ユ
リ
ダ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
を
必
然
の
絶
対

性
を
否
定
す
る
論
拠
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ユ
リ
ダ
ス
は
続
け
て
、「
少
年
の
良
き
教
育
を
確
立
し
」「
追
求
す
べ
き
美
徳
に

つ
い
て
戒
め
」「
国
家
を
築
く
た
め
の
規
則
を
教
え
諭
し
」
た
プ
ラ
ト
ン
も
ま
た
、

「
必
然
を
（
中
略
）
虚
妄
と
み
な
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
特
に
『
法
律
』
第
十

巻
を
挙
げ
る
。「
そ
こ
に
は
魂
の
判
断
が
あ
り
、
過
ご
し
た
人
生
の
功
績
に
見
合

う
報
酬
が
、
あ
る
い
は
過
誤
に
見
合
う
苦
悩
が
、
同
じ
人
生
そ
の
も
の
の
選
択
が
、

ま
た
そ
の
他
多
く
の
事
象
が
、
御
覧
の
よ
う
に
、
運
命
の
必
然
性
を
排
斥
し
て
い

ま
す
」（25r.

）。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
法
律
』
第
十
巻
は
す
で
に
原
子
論
へ
の

反
駁
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
て
い
た
。

　
　

(

２)　

ス
ト
ア
派
等
へ
の
言
及

　

こ
れ
に
続
い
て
、
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
た
ち
、「
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
、
デ
ィ

オ
ド
ー
ロ
ス
、
ク
レ
ア
ン
テ
ー
ス
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
、
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
、
そ
し
て
こ
の
教
え
の
水
源
か
ら
川
の
よ
う
に
迸
る
そ
の
他
数
多
く

の
者
た
ち
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（24r.-25v.

）。
そ
の
中
に
は
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
（
メ

ガ
ラ
派
）、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
（
新
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
）、
エ
ピ
ク
ロ
ス
（
エ
ピ
ク

ロ
ス
派
）
の
よ
う
に
通
常
ス
ト
ア
派
に
は
含
ま
れ
な
い
思
想
家
も
含
ま
れ
る
が
、

こ
れ
ら
七
名
の
全
員
が
、
前
述
し
た
キ
ケ
ロ
の
『
運
命
に
つ
い
て
』
で
言
及
さ
れ

て
お
り
、
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
が
こ
こ
で
も
キ
ケ
ロ
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

キ
ケ
ロ
の
『
運
命
に
つ
い
て
』
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
の
原
子
論
に
頼
る
こ
と
な

く
ス
ト
ア
派
の
運
命
決
定
論
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
キ
ケ
ロ
自
身

は
新
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
の
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
見
解
に
沿
っ
て
、
人
間
の
自
由
意

志
の
存
在
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る((2

(

。
た
だ
し
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
反
駁
そ
れ

自
体
は
原
文
の
欠
落
に
よ
り
必
ず
し
も
明
瞭
に
は
把
握
で
き
な
い
。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
で
、
ユ
リ
ダ
ス
は
ま
ず
メ
ガ
ラ
派
の
哲
学
者
デ
ィ

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察
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オ
ド
ー
ロ
ス
（
前
三
〇
〇
年
頃
活
動
）
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
。
キ
ケ
ロ
は
『
運

命
に
つ
い
て
』
第
七
章
十
三
節((2

(

で
、「
将
来
起
こ
る
こ
と
は
す
べ
て
必
然
的
に
起

こ
る
は
ず
で
あ
り
、
将
来
起
こ
ら
な
い
こ
と
は
す
べ
て
起
こ
る
可
能
性
が
な
い
と

主
張
す
る
」
と
、
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
の
決
定
論
に
言
及
し
て
い
る
。
ユ
リ
ダ
ス
も

ま
た
「
過
去
と
未
来
の
す
べ
て
の
事
象
に
必
然
性
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
課
し

て
」
い
る
と
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
の
主
張
を
紹
介
す
る
。「
ま
こ
と
に
、デ
ィ
オ
ド
ー

ロ
ス
は
未
来
の
事
象
が
必
然
で
あ
る
と
断
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

も
し
未
来
の
事
象
が
起
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
状
況
の
変
化
が
な
い
の
で
、

真
で
あ
る
陳
述
が
偽
に
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
不
条
理
で
あ
り
、
人
間

理
性
に
反
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
こ
と
に
、
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
は
未
来
に

関
し
て
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
と
意
見
を
異
に
し
て
い
ま
す
」（25v.

）。

　

ユ
リ
ダ
ス
が
続
け
て
言
及
し
た
ス
ト
ア
派
の
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
（
前
二
八
二

―
前
二
〇
六
年
）
と
デ
ィ
オ
ド
ー
ロ
ス
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
キ
ケ
ロ
の
『
運
命

に
つ
い
て
』
六
章
一
二
節
―
九
章
十
八
節
で
扱
わ
れ
て
い
る((2

(

。
ユ
リ
ダ
ス
は
キ
ケ

ロ
が
伝
え
る
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
の
見
解
を
こ
う
要
約
す
る
。「
実
際
、
未
来
の

全
て
の
事
象
が
必
然
な
の
で
は
な
く
、
た
だ
自
然
的
原
因
を
も
つ
も
の
だ
け
が
そ

う
な
の
だ
、
意
志
に
起
因
す
る
も
の
は
必
然
に
よ
っ
て
起
き
る
の
で
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
こ
と
だ
け
が
自
然
的
原
因
か
ら

発
す
る
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
り
、人
間
の
意
志
は
自
然
の
理
に
従
わ
な
い
の
で
す
」

（25v.

）。
そ
し
て
新
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
の
創
始
者
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
（
前
二
一
四

―
前
一
二
九
／
一
二
八
年
）
に
言
及
す
る
。「
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
は
ま
こ
と
に
こ

の
同
じ
意
見
に
同
意
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
動
機
な
し
に
生
じ
る
こ
れ
ら
の
事

象
を
、
運
命
の
必
然
性
か
ら
遠
ざ
け
て
い
ま
す
」（25v.-26r.

）。

　

さ
て
、
キ
ケ
ロ
は
「
我
々
の
自
由
意
志
に
対
す
る
外
的
な
、
そ
し
て
先
行
す
る

原
因
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
の
見
解
を
（
十
一

章
二
三
節((2

(

）、「『
実
際
に
起
こ
る
事
柄
は
す
べ
て
運
命
に
よ
っ
て
起
こ
る
』
と
は

限
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
な
る
」（
十
四
章
三
一
節
）
と
総
括
し
て
い
る
。
キ

ケ
ロ
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
は
運
命
決
定
論
と
自
由
意
志
論
と
の
両
立

を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
そ
こ
に
無
理
が
生
じ
、
そ
れ
に
対
し
カ
ル
ネ
ア
デ
ー

ス
が
反
論
を
加
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
の
欠
落
の
た
め
カ
ル
ネ
ア

デ
ー
ス
の
論
駁
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い((2

(

。そ
れ
に
対
し
、マ
ル
チ
ェ
ッ

ロ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ユ
リ
ダ
ス
は
、
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
と
カ
ル
ネ
ア
デ
ー

ス
の
双
方
を
人
間
の
自
由
意
志
の
擁
護
者
と
認
め
て
い
る
。「
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス

と
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
は
（
中
略
）
両
者
と
も
運
命
か
ら
意
志
や
人
間
の
命
令
の

下
に
あ
る
も
の
ど
も
を
遠
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
た
だ
し
彼
ら
は
、
そ

れ
ら
ば
か
り
か
、
自
力
で
は
な
く
自
然
の
根
本
的
法
則
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
ど

も
も
〔
そ
う
で
あ
る
と
〕
認
め
て
い
ま
す
。（
中
略
）
し
か
し
彼
ら
は
疑
い
な
く
最

大
の
誤
謬
に
陥
っ
て
い
ま
す
、
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
生
じ
う
る
事

象
は
、
も
し
そ
れ
ら
を
、
あ
た
か
も
一
人
の
神
が
そ
れ
ら
を
与
え
た
か
の
よ
う
に
、

個
別
に
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
容
易
に
は
生
じ
な
い
よ
う
な
、
自
然
の
事
象

の
そ
の
よ
う
な
配
置
に
由
来
す
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
後
々
も
っ
と
わ
か
り
や

す
く
詳
細
に
説
明
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」（26r.

）。

　

こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
、
ゼ
ノ
ン
の
弟
子
で
ス
ト
ア
派
の
第
二
代
学
頭
で
あ
っ
た

ク
レ
ア
ン
テ
ー
ス
（
前
三
三
一
―
前
二
三
二
年
）
に
言
及
す
る
。「
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ

ポ
ス
の
師
匠
で
ク
レ
ア
ン
テ
ー
ス
と
か
い
う
人
物
も
彼
ら
に
近
い
の
で
す
。
彼
は

過
去
の
出
来
事
に
も
必
然
性
に
関
し
て
あ
る
種
の
区
別
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
実
際
、
す
べ
て
の
事
象
が
必
然
な
の
で
は
な
く
、
た
だ
自
然
を
導
き
か
つ
支

え
と
し
て
進
行
す
る
も
の
だ
け
が
そ
う
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
」（26r.

）。
し
か
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し
キ
ケ
ロ
は
、
七
章
十
四
節
で
、
こ
れ
ら
師
弟
の
見
解
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
い

る((2
(

。
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
キ
ケ
ロ
と
異
な
り
こ
の
師
弟
の
相
違
に
は
触
れ
ず
、
近
似

性
を
強
調
す
る
。「
そ
の
根
拠
は
次
の
文
章
で
す
。『
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
は
ス
キ
ピ
オ

に
よ
り
攻
略
さ
れ
た
』。
さ
ら
に
（
ス
キ
ピ
オ
自
身
が
主
張
し
ま
し
た
）、
こ
の
町

が
攻
略
さ
れ
た
の
は
必
然
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
こ
と
は
人
間
の
力
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
と
」（26v.

）。
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
は
ヒ
ス
パ
ニ

ア
内
陸
の
ケ
ル
テ
ィ
ベ
リ
ア
人
の
拠
点
都
市
で
、
ロ
ー
マ
に
敵
対
し
て
い
た
が
、

一
三
三
年
に
ス
キ
ピ
オ
・
ア
エ
ミ
リ
ア
ヌ
ス
（
小
ス
キ
ピ
オ
）
に
よ
り
占
領
さ
れ

た
。
こ
の
小
ス
キ
ピ
オ
の
命
題
は
、
キ
ケ
ロ
に
お
い
て
は
直
接
ク
レ
ア
ン
テ
ー
ス

と
関
連
の
な
い
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
た((2

(

。
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
ス
ト
ア
派
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
「
過
去
に
関
す
る
真
な
る
こ
と
は
す
べ
て
必
然
で
あ
る((3

(

」
と
い
う

命
題
を
否
定
す
る
ク
レ
ア
ン
テ
ー
ス
の
主
張
を
紹
介
す
る
中
で
、
キ
ケ
ロ
の
素
材

を
原
著
そ
の
ま
ま
の
文
脈
か
ら
取
り
出
し
、
自
由
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
分

な
り
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（26v.

）。

　　
　

(

３)　

エ
ピ
ク
ロ
ス
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
へ
の
言
及

　

続
い
て
ユ
リ
ダ
ス
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
（
前
三
四
二
／
三
四
一
―
前
二
七
一
／

二
七
〇
年
）
の
論
に
言
及
す
る
。「
ま
こ
と
に
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
見
解
は
、
す
べ

て
の
事
象
が
運
命
（fatum

）
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
も
の
の
、
私
た

ち
が
ふ
だ
ん
運
命
と
も
呼
ん
で
い
る
偶
然
（casus

）
と
幸
運
（fortuna

）
は
、

す
べ
て
の
事
象
に
優
先
す
る
、と
い
う
も
の
で
す
。（
中
略
）こ
の
学
派
の
人
々
は
、

ど
の
文
章
も
真
で
あ
る
と
か
偽
で
あ
る
と
か
主
張
し
な
い
、
未
来
の
時
制
を
示
す

す
べ
て
の
文
章
は
真
実
か
誤
謬
か
の
兆
し
を
帯
び
な
い
類
い
の
も
の
だ
、
と
い
う

見
解
に
至
り
ま
し
た
」（27r.

）。

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
に
つ
い
て
も
キ
ケ
ロ
の
言
及
が
あ
る
（
九
章
一
八
―
一
九
節
、
十

章
二
一
―
二
三
節((3

(

）。
ス
ト
ア
派
と
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
が
「
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
は

原
因
が
あ
る
」
と
考
え
る
の
に
対
し
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
「
原
因
な
し
に
起
こ
る
事

象
が
存
在
す
る
」
と
考
え
る
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
自
由
意
志
を
擁
護
す
る
た
め
に
導

入
し
た
の
が
「
原
子
の
逸
れ
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
と
人
間
の
自

由
意
志
も
「
原
子
の
逸
れ
」
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
い
て
し
ま
う((3

(

。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
対
話
篇
で
、
ユ
リ
ダ
ス
は
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
の
命
題
に
言

及
す
る
。
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
は
ト
ロ
イ
ア
戦
争
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
軍
の
弓
の

名
手
で
、
毒
蛇
に
咬
ま
れ
た
傷
が
悪
臭
を
放
っ
た
た
め
ト
ロ
イ
ア
行
き
の
船
か
ら

降
ろ
さ
れ
レ
ム
ノ
ス
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
が
、
十
年
後
に
彼
の
弓
が
ト
ロ
イ

ア
陥
落
に
必
須
と
の
神
託
が
下
り
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に
よ
り
ト
ロ
イ
ア
に
連
れ

て
こ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
ポ
ク
レ
ス
の
悲
劇
の
題
材
と
も
な
っ
た
ピ
ロ
ク

テ
ー
テ
ー
ス
の
命
題
に
つ
い
て
、
ユ
リ
ダ
ス
の
発
言
を
引
用
す
る
。

　
「
も
し
あ
る
こ
と
が
ま
だ
、
や
が
て
起
き
る
で
あ
ろ
う
事
象
に
な
っ
て
い
な
い
な
ら
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
未
来
時
制
の
動
詞
に
よ
る
陳
述
は
、
真
で
も
偽
で
も
あ
り
え

な
い
の
で
す
。
ま
た
も
し
『
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
が
傷
を
負
う
こ
と
に
よ
り
』
が
（
起

こ
り
う
る
と
お
り
に
）
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
、
実
際
そ
の
通
り
に
な
る

と
し
て
も
、
確
固
た
る
決
定
さ
れ
た
真
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
負
傷
前
に
は
負
傷
し

な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
、（
望
む
と
望
ま

ざ
る
に
関
わ
ら
ず
）
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
が
傷
を
受
け
る
と
い
う
い
か
な
る
必
然
性

も
存
在
し
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
起
こ
り
、
起
こ
っ
た
通
り
に
し
か

な
ら
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
と
き
そ
れ
は
確
実
で
決
定
し
た
真
実
の
陳
述
な
の
で
す
」

（27v.

）。

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察
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五  浦  論  叢  第  28  号

「『
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
が
傷
を
負
っ
た
後
』
に
は
こ
の
人
物
が
傷
を
負
っ
た
こ
と
は

実
際
に
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
傷
を
負
う
前
に
は
、
傷
を
負
う
可
能
性
は
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
は
決
定
し
た
真
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（27r.-27v.

）。

　　

キ
ケ
ロ
は
こ
の
命
題
を
、『
運
命
に
つ
い
て
』
十
六
章
三
六
―
三
七
で
、
永
遠

の
因
果
を
認
め
る
ス
ト
ア
派
へ
の
反
駁
と
し
て
用
い
た
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
こ
の
命

題
を
真
で
も
偽
で
も
な
い
も
の
と
主
張
し
て
い
る
が
、
キ
ケ
ロ
に
よ
れ
ば
「『
ピ

ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
は
傷
を
負
う
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
は
太
古
の
昔
か
ら
真
で

あ
り
、『
傷
を
負
わ
な
い
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
は
偽
で
あ
っ
た
」（
一
六
章

三
七
節((3

(

）。
そ
の
一
方
で
、
ピ
ロ
ク
テ
ー
テ
ー
ス
が
蛇
に
咬
ま
れ
る
前
に
は
彼
が

レ
ム
ノ
ス
島
に
取
り
残
さ
れ
る
原
因
は
自
然
界
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、「
太
古
の
昔
か
ら
真
で
あ
る
と
と
も
に
、
な
お
か
つ
永
遠
の
因
果
の
連
鎖
に

縛
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
運
命
の
必
然
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
柄
も
存

在
す
る
」
と
い
う
結
論
に
至
る
、
と
キ
ケ
ロ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
一
六
章

三
八
節((3

(

）。

　

こ
の
後
、
議
論
は
「
運
命
と
い
う
よ
り
幸
運
の
擁
護
者
（fortunae potius 

qui fati defensorem

）」（28r.

）
と
ユ
リ
ダ
ス
が
述
べ
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
（
前

四
六
〇
頃
―
前
三
七
〇
頃
）
に
移
る
。
キ
ケ
ロ
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
を
、『
運
命
に

つ
い
て
』
十
章
二
三
節
で
は
「
原
子
論
の
創
始
者
」
と
し
て((3

(

、
十
七
章
三
九
節
で

は
運
命
決
定
論
者
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
を
挙
げ
る
が
、
詳
述
は
し
て
い
な
い
。

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
対
話
篇
に
お
け
る
ユ
リ
ダ
ス
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
。

「
万
象
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
性
質
の
必
然
性
に
従
っ
て
万
象
が
そ
れ
に
動

か
さ
れ
る
の
だ
と
彼
が
提
起
す
る
あ
れ
ら
の
虫
の
よ
う
に
小
さ
な
粒
子
、
そ
の
す

べ
て
が
運
命
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
彼
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
だ
が
ま
た
彼
は
、
同
じ
も
の
ど
も
が
、
そ
う
し
た
最
終
的
な
意
図
な
し
に

数
多
く
寄
せ
集
ま
り
、
幸
運
と
偶
然
の
手
が
原
子
の
逸
れ
に
道
を
開
く
の
だ
と
も

主
張
し
ま
し
た
」（28r.

）。

　

最
後
に
中
期
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
（
前
一
三
五
―
前
五
一

／
五
〇
年
）
が
検
討
さ
れ
る
。「
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
は
、
私
た
ち
が
知
っ
て
い

る
よ
う
に
、
極
め
て
多
く
の
事
象
が
運
命
に
従
属
し
、
自
然
と
の
接
触
に
よ
り
生

じ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
自
由
意
志
の
下
に
置
か
れ
る
他
の
事
象
を
ど

の
よ
う
に
扱
う
の
か
私
は
知
り
ま
せ
ん
」（28r.

）。
キ
ケ
ロ
は
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ

ス
が
挙
げ
る
運
命
の
予
言
の
的
中
の
事
例
を
、
偶
然
に
よ
る
も
の
で
無
意
味
、
と

論
じ
て
い
る
。例
え
ば
、馬
か
ら
落
ち
て
死
ぬ
と
預
言
さ
れ
た
ダ
ピ
タ
ー
ス
が「
馬
」

と
い
う
名
の
岩
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
て
死
ん
だ
、
と
ポ
セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
が
挙
げ

る
事
例
を
、
キ
ケ
ロ
（
三
章
二
節
）
は
偶
然
の
産
物
と
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
ポ

セ
イ
ド
ー
ニ
オ
ス
に
関
し
て
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
は
キ
ケ
ロ
の
論
旨
を
全
く
取
り
上
げ

て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
議
論
を
検
討
し
た
の
ち
、
ユ
リ
ダ
ス
は
、「
哲
学
者
た
ち
の
見
解
を

調
査
し
議
論
す
る
と
い
う
こ
う
し
た
関
心
は
私
た
ち
の
義
務
で
す
。
真
実
が
、
そ

れ
は
も
は
や
暴
か
れ
た
の
で
す
が
、
無
傷
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
で
十
分
で
す
」
と

述
べ
、
古
代
の
哲
学
者
た
ち
の
議
論
を
打
ち
切
る
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
挙
げ
た
四

つ
の
要
素
に
対
す
る
反
駁
は
こ
こ
で
終
わ
る
。

　　
　

七　

逍
遙
学
派
と
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派

　　

ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
、
ユ
リ
ダ
ス
が
こ
れ
ま
で
多
く
の
哲
学
者
に
つ
い
て
優
美
に
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語
っ
て
き
た
、
と
述
べ
、「
君
に
は
偉
大
な
天
与
の
資
質
と
希
有
な
優
美
さ
が
至

高
の
神
か
ら
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
君
は
才
能
、
学
識
、
雄
弁
の
点

で
す
べ
て
の
人
間
に
勝
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
心
の
資
質
に
お
い
て
も
そ
れ
に
劣
ら

ず
、
そ
れ
ゆ
え
君
は
威
厳
と
命
令
の
能
力
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
間
に
勝
る
よ
う

に
見
え
ま
す
」（28v.

）
と
ユ
リ
ダ
ス
を
讃
え
る
。
多
く
の
才
が
君
一
人
に
宿
っ

て
い
る
、「
も
し
君
の
雄
弁
が
こ
れ
ら
の
こ
と
に
決
着
を
つ
け
て
く
れ
る
な
ら
、

私
た
ち
は
全
員
君
に
お
願
い
し
、
残
り
の
事
に
つ
い
て
君
が
説
明
し
語
り
続
け
る

よ
う
い
ざ
な
う
の
で
す
」（28v.
）
と
、
他
の
疑
問
に
も
答
え
る
よ
う
促
す
。

　

ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
ま
ず
、
世
界
を
統
べ
る
運
命
が
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
自
然

の
導
き
や
、
人
間
の
意
志
に
よ
ら
ず
に
偶
然
に
起
き
る
事
象
に
つ
い
て
は
ど
う
な

の
か
、
と
問
い
か
け
る
（29r.

）。
ユ
リ
ダ
ス
は
、「
逍
遙
学
派
的
に
語
る
な
ら
ば
」

（29r.

）
と
断
っ
て
、
し
ば
し
ば
生
起
す
る
も
の
、
絶
え
ず
永
続
的
に
生
起
す
る

も
の
、
一
時
的
に
生
起
す
る
も
の
を
挙
げ
、
自
然
に
導
か
れ
る
も
の
、
人
間
の
意

志
に
よ
っ
て
進
行
す
る
も
の
を
区
別
す
る
。
以
下
、
意
志
、
偶
然
、
必
然
の
区
別
、

自
然
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を
続
け
る
（29r.-30r.

）。

　

ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
、
自
然
や
天
の
運
行
に
お
け
る
必
然
性
の
支
配
に
つ
い
て
な
お

も
懸
念
し
、
さ
ら
な
る
説
明
を
請
う
。
ユ
リ
ダ
ス
は
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
に
、
ア
ド
ラ
ス

ト
ゥ
ス
の
議
論
を
要
約
す
る
よ
う
求
め
る
（30r.-30v.

）。
以
後
、
ヌ
メ
ニ
ウ
ス

を
相
手
に
そ
の
議
論
の
解
決
を
試
み
て
い
く
。

　

こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
は
、
逍
遙
学
派
と
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
が
議
論
の
導
き
手
で
あ

る
と
改
め
て
述
べ
（「
も
う
あ
な
た
は
確
信
で
き
る
で
し
ょ
う
、
私
は
こ
の
海
を

私
の
二
人
の
艦
長
〔
逍
遙
学
派
と
ア
カ
デ
メ
イ
ア
派
〕
と
と
も
に
航
海
し
、
人
が
容

易
に
〔
水
を
〕
汲
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
真
理
の
港
へ
と
至
る
こ
と
を
決
心
し
た
、

と
」）（30v.

）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
を
説
明
し
始
め
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
神
は
た
と
え
す
べ
て
を
明
晰
に
認
識
し
て
い
る

に
せ
よ
、
人
間
や
現
世
に
か
か
わ
る
事
象
に
は
関
知
し
な
い
。
神
の
意
志
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
事
象
が
産
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
必
然
性
に
よ
る
の
で
は
な
い

（31r.

）。
未
来
の
す
べ
て
の
事
象
は
必
然
で
は
な
く
、
神
の
認
識
の
想
定
下
に
あ

る
に
す
ぎ
な
い
（31v.

）。
た
だ
、
万
象
を
知
ろ
し
め
す
神
の
性
質
は
必
然
だ
が
、

神
が
認
識
し
て
い
る
他
の
滅
び
行
く
事
象
は
必
然
で
は
な
い
。
従
っ
て
ア
ド
ラ
ス

ト
ゥ
ス
の
決
定
論
は
反
駁
さ
れ
た
、
と
述
べ
る
。
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
は
、
自
分
の

議
論
の
う
ち
の
ひ
と
つ
を
解
決
し
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
言
う
。
こ
う
し
て
、
そ
の

他
の
議
論
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
（32r.

）。

　
　

八　

そ
の
他
の
議
論

　

以
後
、
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
が
、
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
種
々
の
問
題
提
起
に
つ
い

て
解
決
を
求
め
、
ユ
リ
ダ
ス
が
そ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
議
論

の
主
旨
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
ユ
リ
ダ
ス
の
返
答
が
十
分
な
解
決
と
な
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
も
判
断
し
か
ね
る
が
、
ひ
と
ま
ず
筆
者
に
可
能
な
範
囲
で
議

論
の
内
容
を
要
約
す
る
。

　

ま
ず
最
初
に
、
過
去
の
事
象
が
必
然
性
を
も
っ
て
生
起
し
た
の
な
ら
、
未
来
の

事
象
も
ま
た
必
然
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
未
来
の
事
象
は
必
然
性
に
よ
っ
て
は
捉
え
ら
れ
ず
、
生

起
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
、
と
返
答
す
る
（32v.

）。

　

次
に
、
す
べ
て
の
事
象
の
必
然
的
原
因
で
あ
る
太
陽
が
、
日
の
出
と
日
没
な
ど

必
然
の
法
則
に
従
っ
て
運
行
し
て
い
る
、
と
い
う
主
張
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
太
陽
が
す
べ
て
の
事
象
の
原
因
と
い
っ
て
も
、
必
然
性
に
よ
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ら
ず
に
生
起
す
る
、
原
因
を
欠
い
た
事
象
も
存
在
す
る
、
と
返
答
す
る
（33r.

）。

　

次
に
、
退
廃
は
原
因
な
し
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
生
成

こ
そ
が
退
廃
の
原
因
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ

ダ
ス
は
、
退
廃
は
数
多
く
の
原
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
、
ひ
と
つ
の

決
定
的
な
原
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
返
答
す
る
（33r.

）。

　

次
に
、
あ
る
任
意
の
も
の
が
他
の
も
の
か
ら
起
こ
る
こ
と
は
真
実
と
は
言
え
な

い
が
、
特
定
の
も
の
か
ら
特
定
の
も
の
が
生
じ
る
の
は
必
然
で
は
な
い
か
、
と
い

う
主
張
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
そ
の
必
然
性
は
絶
対
的

で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
最
初
の
も
の
を
存
在
さ
せ
て
い
る
状
態
（
装
置
）
も
そ

の
本
性
か
ら
必
然
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
だ
と
答
え
る
（33r.-

33v.

）。

　

次
に
、
誕
生
す
べ
き
も
の
は
必
然
性
に
よ
っ
て
絶
対
的
に
誕
生
す
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
主
張
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
生
殖
を

決
定
付
け
る
も
の
に
は
こ
れ
を
妨
げ
る
無
数
の
要
因
が
あ
り
、
必
然
性
に
よ
っ
て

は
進
行
し
な
い
、
と
説
く
（33v.

）。

　

次
に
、
諸
原
因
に
は
自
然
が
制
定
す
る
秩
序
が
存
在
し
、
先
行
す
る
上
位
の
原

因
が
つ
ね
に
後
続
す
る
結
果
を
生
み
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
必
然
的
に
下
位
の

原
因
を
も
た
ら
し
、
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
事
象
が
必
然
的
に
生
じ
る
、
と
い
う

主
張
が
検
討
さ
れ
る
（34r.

）。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
天
の
運
行
に
は
変

化
や
偶
発
性
（
た
ま
た
ま
半
月
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
）
が
介
在
す
る
た
め
、

天
の
個
々
人
へ
の
影
響
に
は
偶
然
が
介
在
し
、
必
然
性
に
よ
っ
て
は
生
じ
な
い
、

と
説
く
（34r.-34v.

）。

　

次
に
、「
も
し
あ
る
石
が
下
降
す
る
な
ら
必
然
的
に
、
運
動
の
終
着
点
ま
で
到

達
す
る
」
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
反
す
る
、
と
い
う
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
が
検
討
さ
れ
る
。
つ
ま
り
手
に
し
た
石
を
下
に
運
ぶ
際
に
、
石
は
あ
る

位
置
ま
で
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
下
降
し
、
同
様
に
第
三
、
第
四
、
第
五
の
、
そ

し
て
最
終
的
な
位
置
に
ま
で
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
下
降
す
る
、
と
い
う
理
屈

が
挙
げ
ら
れ
る
（34v.-35r.

）。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
途
中
の
あ
る
空
間
、

す
な
わ
ち
「
中
間
点
も
し
く
は
中
間
点
を
過
ぎ
た
最
初
の
地
点
に
あ
る
と
き
」、

運
動
は
妨
げ
ら
れ
得
る
、
と
主
張
す
る
（35r.

）。

　

最
後
に
、
生
成
は
し
た
け
れ
ど
も
、
生
成
し
な
い
こ
と
も
あ
り
え
た
も
の
が
存

在
す
る
な
ら
、
一
度
も
質
量
の
中
に
生
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
生
成
さ
れ
得
る

こ
と
に
な
り
、活
動
と
し
て
実
現
し
な
い
あ
る
種
の
力
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
、

と
い
う
主
張
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
ユ
リ
ダ
ス
は
、
質
量
の
中
に
存
在
す

る
力
に
、
産
出
さ
れ
る
も
の
の
近
く
に
あ
る
も
の
と
遠
く
に
あ
る
も
の
と
が
二
重

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
秋
に
は
す
で
に
質
量
の
中
に
春
の
形
相
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
活
動
に
至
ら
な
い
力
が
存
在
す
る
の
は
決
し
て
矛
盾

で
は
な
い
、
と
説
く
（35r.-35v.

）。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
対
話
相
手
の
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
「
も
は
や
宿
命
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
議
論
は
尽
く
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
、
最
後
に
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
の

見
解
を
問
う
（35v.

）。
ア
ド
ラ
ス
ト
ゥ
ス
は
、
ユ
リ
ダ
ス
の
見
解
に
決
し
て
異

を
唱
え
な
い
、
自
分
は
石
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い
、
そ
こ

ま
で
強
情
で
は
な
い
し
、「
理
屈
の
通
っ
た
こ
と
に
は
、
反
対
意
見
の
存
在
を
許

さ
な
い
真
実
に
は
、
譲
る
」
の
だ
と
返
答
す
る
（36r.

）。

　
　

九　

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
的
信
条
告
白

　　

こ
こ
で
ユ
リ
ダ
ス
が
議
論
を
締
め
く
く
る
。
以
下
、
そ
の
言
葉
を
訳
出
す
る
。
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「
か
く
し
て
、
最
善
最
大
の
神
の
お
か
げ
で
、
私
は
諸
君
が
私
と
同
様
に
不
死
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
の
で
す
。
実
際
、
こ
の
他
な
ら
ぬ
神
か
ら
あ
ら
ゆ
る
善
き

事
象
が
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
光
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
ま
た
の
装
飾
と
、
私
た

ち
と
神
々
の
精
神
の
輝
き
と
、天
の
運
行
と
、諸
元
素
の
秩
序
と
、地
上
の
出
来
事
と
、

万
象
の
管
理
が
保
た
れ
る
の
で
す
。
神
ご
自
身
が
唯
一
に
し
て
善
で
あ
り
（
実
際
他

の
呼
び
方
を
し
て
は
非
礼
で
す
）、
万
物
を
司
り
、
万
物
に
恩
恵
を
施
し
、
随
所
に

彼
の
善
を
行
き
渡
ら
せ
ま
す
。
最
善
に
し
て
、
至
高
に
し
て
、
万
物
の
上
に
形
成
さ

れ
た
一
者
は
、
真
に
理
解
さ
れ
た
り
、
そ
れ
相
応
の
尊
厳
を
備
え
た
名
で
呼
ば
れ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
神
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
神
と
い
う
よ
り
精
神

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
精
神
の
上
に
存
在
し
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

存
在
し
な
い
ま
ま
、
精
神
に
導
か
れ
観
察
さ
れ
る
の
で
す
。
神
は
善
良
で
あ
り
、
す

べ
て
の
私
た
ち
の
知
性
の
霧
と
現
世
の
汚
辱
か
ら
分
離
し
て
、
万
象
を
包
含
し
、
自

身
の
法
則
と
権
威
に
従
っ
て
法
と
自
然
と
を
配
分
し
ま
す
。
儀
式
や
莫
大
な
奉
納
物

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
厳
格
な
手
法
に
よ
る
神
聖
な
犠
牲
、
清
ら
か
な
誓
願
に
よ
っ

て
で
あ
れ
ば
、
折
れ
て
心
を
動
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
求
め
る
者
に
と
っ
て
は
精
神

の
中
に
火
の
よ
う
に
煌
め
き
、
私
た
ち
の
魂
は
そ
の
輝
き
か
ら
汲
み
上
げ
ず
に
は
お

き
ま
せ
ん
」（36v.

）。

こ
う
し
た
主
張
に
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
影
響
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
。

　

実
際
、「
最
善
に
し
て
、
至
高
に
し
て
、
万
物
の
上
に
形
成
さ
れ
た
一
者
」、「
唯

一
に
し
て
善
」
な
る
神
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
善
き
事
象
が
由
来
す
る
」、
と
述
べ
る

ユ
リ
ダ
ス
の
認
識
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
の
一
節
と
比
較

し
う
る
。「
善
者
の
本
性
は
単
純
で
、し
た
が
っ
て
ま
た
第
一
位
で
あ
り
（
中
略
）、

わ
れ
わ
れ
が
『
一
者
』
と
言
う
ば
あ
い
も
、『
善
者
』
と
言
う
ば
あ
い
も
、
同
一

の
本も

の性
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（『
エ
ネ
ア

デ
ス
』
第
二
論
集
第
九
論
文
第
一
章((3

(

）。「
そ
の
一
な
る
も
の
は
、
万
物
を
生
む
こ

と
の
可
能
な
力
と
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
」（
第
五
論
集
第
一
論
文
第
七
章((3

(

）。「
万

物
が
か
の
も
の
か
ら
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
か
の
も
の
が
絶
対
単
純
な
一

者
で
あ
っ
て
、
か
の
も
の
は
、
ど
ん
な
形
容
に
よ
っ
て
も
、
占
有
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
と
い
う
事
情
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
」（
第
五
論
集
第
一
論
文
第
七
章((3

(

）。

　

ま
た
神
の
地
上
界
へ
の
広
が
り
を
光
に
喩
え
、「
そ
の
光
に
よ
っ
て
世
界
の
あ

ま
た
の
装
飾
と
、
私
た
ち
と
神
々
の
精
神
の
輝
き
と
、
天
の
運
行
と
、
諸
元
素
の

秩
序
と
、地
上
の
出
来
事
と
、万
象
の
管
理
が
保
た
れ
る
」
と
述
べ
た
一
節
は
、『
エ

ネ
ア
デ
ス
』
の
「
た
と
え
れ
ば
、
自
己
自
身
の
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
あ
る
一
つ

の
明
る
い
光
源
か
ら
発
し
た
光
が
広
範
に
拡
散
し
た
ば
あ
い
に
、
拡
散
し
た
も
の

は
模
造
品
で
、
光
源
が
実
物
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
拡
散
し
た
模
造
品
、
つ

ま
り
ヌ
ー
ス
も
、（
一
者
と
）
別
物
で
は
な
く
、
そ
れ
の
各
部
分
が
条
理
で
あ
り

原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
か
の
も
の
（
一
者
）
は
、
原
因
の
原
因
で
あ
る
」（
第
六

論
集
第
八
論
文
第
十
八
章((3

(

）
と
い
っ
た
箇
所
を
想
起
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
神
が
「
厳
格
な
手
法
に
よ
る
神
聖
な
犠
牲
、
清
ら
か
な
誓
願
に
よ
っ
て

で
あ
れ
ば
、
折
れ
て
心
を
動
か
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
、
人
間
の
側
か
ら
の
祈
り
に

言
い
及
ん
だ
箇
所
は
、
神
へ
の
祈
り
の
効
能
に
つ
い
て
触
れ
た
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』

の
い
く
つ
か
の
章
句
に
よ
り
鼓
舞
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
そ
し
て
君
が
今
表
象

し
て
い
る
球
（
直
知
界
）
を
制
作
し
た
神
（
ヌ
ー
ス
）
に
呼
び
か
け
て
、
来
て
下

さ
い
と
祈
り
た
ま
え
。
そ
の
神
が
、
彼
の
世
界
を
ひ
っ
さ
げ
、
そ
の
世
界
の
内
の

す
べ
て
の
神
々
を
引
き
連
れ
て
、
来
た
り
給
わ
ん
こ
と
を
」（
第
五
論
集
第
八
論
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文
第
九
章((4

(

）。「
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
直
接
神
の
助
け
を
呼
ん
で
―
―
と
い
っ
て

も
、
声
高
な
こ
と
ば
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
魂
の
上
で
自
分
自
身
を
引
っ
張
り

上
げ
て
、
神
へ
の
祈
り
に
導
く
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
仕
方
に

よ
っ
て
、
他
の
も
の
を
交
え
ず
、
神
と
自
分
だ
け
に
な
っ
て
、
直
接
神
に
祈
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
中
略
）」（
第
五
論
集
第
一
論
文
第
六
章((4

(

）
と
い
っ
た
教

え
に
通
じ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
対
話
篇
全
体
が
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ケ
ロ
の

主
張
を
折
衷
し
な
が
ら
自
己
流
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る

が
、議
論
の
土
台
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
が
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
的
世
界
観
が
議
論
を
総
括
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
ユ
リ
ダ

ス
＝
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機
卿
に
と
り
ど
の
よ
う
な
思
想
文
化
圏
が
前

提
と
さ
れ
て
い
た
か
の
一
端
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

対
話
篇
の
末
尾
で
、
ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
ユ
リ
ダ
ス
の
も
と
を
辞
去
す
る
に
際
し

て
、「
な
ぜ
あ
な
た
は
常
に
も
ま
し
て
背
中
を
曲
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で

す
か
？
」
と
問
い
か
け
る
。
ユ
リ
ダ
ス
は
返
答
す
る
。「
私
は
苦
し
い
の
で
す
」。

ヌ
メ
ニ
ウ
ス
「
つ
ま
り
だ
れ
し
も
現
世
で
は
幸
福
で
い
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で

す
ね
」。
ユ
リ
ダ
ス
「
お
疑
い
で
す
か
？
だ
れ
し
も
が
そ
う
な
の
で
す
。
で
す
か

ら
こ
う
し
て
い
る
今
も
、
私
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
ば
り
に
（plotini m

ore

）、
肉

体
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
に
恥
じ
入
る
の
で
す
」（36v.- 37r

）。
な
ぜ
な
ら
、『
エ

ネ
ア
デ
ス
』
が
説
く
よ
う
に
、「
魂
の
肉
体
に
内
在
す
る
部
分
は
、
す
べ
て
眠
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
魂
の
ほ
ん
と
う
の
目
覚
め
と
は
ほ
ん
と
う
に
肉
体

か
ら
出
て
起
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、（
中
略
）ほ
ん
と
う
に
起
き
上
が
る
こ
と
は
、

肉
体
か
ら
完
全
に
離
れ
て
起
き
上
が
る
こ
と
で
あ
り
、
肉
体
は
魂
と
は
反
対
の
種

族
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
あ
り
方

0

0

0

（
本
質
）
に
お
い
て
魂
と
は
相
反

す
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
第
三
論
集
第
六
論
文
第
六
章((4

(

）。

　

以
下
、「
ロ
ー
マ
、
一
五
一
九
年
一
二
月
八
日
」
の
記
載
を
も
っ
て
対
話
篇
は

終
わ
る
。こ
の
よ
う
に
、ユ
リ
ダ
ス
＝
ジ
ュ
リ
オ
は
本
書
の
最
後
に
直
接
プ
ロ
テ
ィ

ノ
ス
の
名
を
挙
げ
、
現
世
の
憂
愁
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
話
篇
の
序
盤

の
、ユ
リ
ダ
ス
登
場
に
先
立
つ
場
面
で
、ヌ
メ
ニ
ウ
ス
は
す
で
に
本
論
題
に
関
わ
っ

た
著
者
の
一
人
と
し
て
、「
学
問
の
流
派
に
お
け
る
、
私
た
ち
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス

（Plotinus noster in achadem
ica fam

ilia

）」（8r.

）
と
こ
の
哲
学
者
の
名
を

挙
げ
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
マ
ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
が
一
四
八
四
年

に
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
に
着
手
し
、
一
四
九
二
年
に
印
刷
本
を
出
版

す
る
な
ど
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
弟
子
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
カ
ッ
タ
ー
ニ
・
ダ
・
デ
ィ
ア
ッ
チ
ェ
ー
ト
と
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
が

深
い
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
本
対
話
篇
が
献
呈
さ
れ
た
ジ
ュ
リ

オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
枢
機
卿
は
、
叔
父
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
ー
フ
ィ
コ
の

息
子
に
当
た
る
二
人
の
従
兄
弟
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
の
ち
の
レ

オ
十
世
）
及
び
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
一
四
七
九
―
一
五
一
六
年
、

ヌ
ム
ー
ル
公
）
と
と
も
に
、
一
四
八
九
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
ピ
サ
大
学
で
学

ぶ
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
家
庭
教
師
を
務
め
た
フ
ィ
チ
ー
ノ
、
ア
ン
ジ
ェ

ロ
・
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
ら
の
指
導
を
仰
ぐ
機
会
が
あ
っ
た
。「
私
た
ち
の
プ
ロ
テ
ィ

ノ
ス
」
は
ジ
ュ
リ
オ
と
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
に
共
通
す
る
文
化
的
基
盤
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
＝
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
が
ジ
ュ
リ
オ
の
分
身
ユ
リ
ダ
ス
に
帰
し
た
思
想
に
迫
る
こ
と
は
、
こ
の

教
皇
が
後
援
し
た
多
く
の
美
術
家
―
―
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
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チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
、
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
―
―
の
研
究
に
寄
与
す
る
点
が

多
い
と
信
じ
つ
つ((4

(

、
小
論
を
結
び
た
い
。
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解
説
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プ
ロ
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ノ
ス
全
集
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田
中
美
知
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郎
監
訳
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中
央
公
論
社
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一
九
八
六

―
一
九
八
八
年
、
二
巻
、
田
之
頭
安
彦
訳
、
一
五
四
頁
）。

(

12)

プ
ラ
ト
ン
『
法
律
』（
下
）、
森
進
一
ほ
か
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
六
八
―

二
七
二
頁
。
十
種
類
の
運
動
変
化
の
分
類
は
、
同
書
二
七
一
頁
三
行
目
の
註

に
従
っ
た
。

(

13)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
一
六
四
―
一
六
五
頁
。

(

14)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
一
六
七
頁
。

(

15)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
一
六
八
頁
。

(

16)

キ
ケ
ロ
「
運
命
に
つ
い
て
」、
五
之
治
昌
比
呂
訳
（『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
』

十
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
八
六
―
二
八
七
頁
）。
こ
の
箇
所
が
キ
ケ

ロ
『
運
命
に
つ
い
て
』
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
は
、Veronica Vestri

氏
か
ら

教
示
を
受
け
た
。R

ingrazio vivam
ente Veronica Vestri, che m

i ha gentilm
ente 

inform
ato della derivazione ciceroniana in questo passo.

(

17)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
八
四
ー
二
八
六
頁
。

(

18)

「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
物
事
〔
す
な
わ
ち
、
ご
く
ま
れ
に
生
起
し

存
在
す
る
物
事
〕
が
偶
運
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
偶
運
に
よ
っ
て
で

あ
る
物
事
が
こ
の
よ
う
な
〔
ご
く
ま
れ
に
生
起
す
る
〕
物
事
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
自
然
学
』
第
二
巻
第
五

章
一
九
六
ｂ
、
出
隆
訳
（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
、
六
二
―
六
三
頁
）。

(

19)

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
自
然
学
』
第
二
巻
第
九
章
二
〇
〇
ａ
、
七
九
頁
。

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察
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(
20)

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
命
題
論
』
第
九
章
十
八
ｂ
、
山
本
光
雄
訳
（『
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
九
八
頁
）。

(

21)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
命
題
論
』
第
九
章
十
九
ａ
（
前
掲
書
、
九
九
頁
）。

(

22)

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
形
而
上
学
』第
六
巻
第
三
章
一
〇
二
七
ｂ
、出
隆
訳（『
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
二
〇
一
頁
）。

(

23)

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
否
定
し
、

「
原
子
の
逸
れ
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
が
、
キ
ケ
ロ
は
こ
れ
を
荒
唐
無
稽

な
も
の
と
し
て
一
蹴
す
る
。
ス
ト
ア
派
と
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
は
あ
ら
ゆ
る
事

象
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
ス
ト
ア
派
が
そ
の
原
因
を
「
外
的
で

先
行
す
る
」
因
果
の
連
鎖
と
考
え
る
の
に
対
し
、
カ
ル
ネ
ア
デ
ー
ス
は
人
間

の
自
由
意
志
を
認
め
、
原
因
を
ま
さ
に
自
由
意
志
の
本
性
そ
の
も
の
、
い
わ

ば
内
在
的
な
原
因
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
意
志
を
擁
護
し
て
い
る
。

こ
れ
が
ま
さ
に
キ
ケ
ロ
の
立
場
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
は
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
の

論
に
最
も
多
く
の
紙
数
を
費
や
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
五
之
治

昌
比
呂
「
運
命
に
つ
い
て
」
解
説
（
前
掲
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
』
十
一
、三
四
二

―
三
四
三
頁
）。

(

24)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
八
九
―
二
九
〇
頁
。

(

25)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
八
九
―
二
九
四
頁
。
五
之
治
、
前
掲
書
、
二
八
九
頁
、

註
（
1
）、
二
九
一
頁
、
註
（
1
）
〜
（
2
）
も
参
照
。

(

26)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
九
―
三
〇
〇
、三
○
五
―
三
○
七
頁
。

(

27)

「
ク
リ
ュ
ー
シ
ッ
ポ
ス
は
、
あ
た
か
も
立
派
な
調
停
者
の
よ
う
に
、
中
道

を
行
こ
う
と
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
、『
精
神
の
運
動
は

必
然
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
』
と
考
え
た
い
人
々
の
方
に
傾
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
自
分
独
自
の
言
葉
を
使
っ
て
論
じ
て
い
る
う
ち

に
、
し
ぶ
し
ぶ
運
命
の
必
然
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
困
難
に
滑
り
落

ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」（
キ
ケ
ロ
、
十
七
章
三
九
）。
五
之
治
、
前
掲
書
、

三
四
六
―
三
四
七
頁
も
参
照
。

(

28)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。
五
之
治
、
前
掲
書
、
二
九
一
頁
、
註
（
7
）

も
参
照
。

(

29)

キ
ケ
ロ
、
十
二
章
二
七
節
、
前
掲
訳
、
三
〇
一
頁
以
下
。

(

30)

キ
ケ
ロ
、
七
章
十
四
節
、
前
掲
訳
、
二
九
〇
頁
。

(

31)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
五
―
二
九
八
頁
。

(

32)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
五
之
治
、
三
四
三
―
三
四
四
頁
。

(

33)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
三
一
一
頁
。

(

34)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
三
一
二
頁
。

(

35)

キ
ケ
ロ
、
前
掲
書
、
二
九
八
頁
。

(

36)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
二
巻
、
一
〇
二
頁
。

(

37)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
三
巻
、
三
七
八
頁
。

(

38)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
三
巻
、
三
八
〇
頁
。

(

39)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
四
巻
、
五
五
一
頁
。

(

40)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
三
巻
、
五
四
四
頁
。

(

41)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
三
巻
、
三
七
四
頁
。

(

42)

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
前
掲
書
、
二
巻
、
三
三
〇
頁
。

(
43)

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
《
最
後
の
審
判
》
を
最
初
に
依
頼
し
た
の
は
ク
レ
メ

ン
ス
七
世
で
あ
っ
た
。
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
に
は
大
外
衣
の

ボ
タ
ン
と
金
杯
（
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
）、
教
皇
を
表
し
た
メ
ダ
ル
や
貨
幣
を

制
作
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
枢
機
卿
時
代
を
含
め
、
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ

リ
の
前
半
生
の
主
要
作
品
の
依
頼
に
関
わ
っ
た
。
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後　

記

　

筆
者
は
十
六
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
彫
刻
家
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
の

研
究
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
芸
術
家
の
前
半
生
に
お
け
る
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ

た
ジ
ュ
リ
オ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
＝
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
の
思
想
圏
を
検
討
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
稿
の
テ
ー
マ
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な

い
課
題
で
あ
っ
た
。
思
想
史
を
専
門
と
し
な
い
筆
者
に
と
り
、
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の

写
本
の
解
読
は
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
の
難
解
な
文
章
を
イ
タ
リ

ア
語
訳
し
て
頂
い
た
文
献
学
者
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
・
ヴ
ェ
ス
ト
リ
氏
の
ご
協
力
が
な
け

れ
ば
到
底
な
し
え
な
い
作
業
で
あ
っ
た
。
氏
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
す
る
。
た
だ

し
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
す
べ
て
筆
者
に
責
任
が
あ
る
。
思
わ
ぬ
誤
解
や
不
十

分
な
理
解
が
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
の
写
本
が
未
刊
行
で

ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、
敢
え
て
公
刊
に
踏

み
切
っ
た
こ
と
を
ご
寛
恕
頂
き
た
い
。

　

R
ingrazio vivam

ente Veronica Vestri per averm
i m

olto generosam
ente 

tradotto il difficile testo del D
e Fato.

　

 

　

本
研
究
は
、
平
成
三
十
一
―
令
和
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
（
基

盤
研
究(

Ｃ)

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
受
理
）

〔
か
い　

の
り
ゆ
き
／
副
所
長
・
本
学
教
育
学
部
教
授
〕

クリストーフォロ・マルチェッロ『運命について』とその典拠をめぐる考察


